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健康経営

It won’t get better naturally.

http://kenkokeiei.jp/index.html


人口ピラミッドの推移
2025年⇨2040年

国立社会保障・人口問題研究所

出典：国立社会保障・人口問題研究所ホームページ （https://www.ipss.go.jp/）

団塊の世代が後期高齢者に 団塊ジュニアの世代が前期高齢者に

75歳以上の人口の増加 65歳～74歳の人口の増加



総数、年齢3区分別総人口及び年齢構造係数
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国立社会保障・人口問題研究所

出典：国立社会保障・人口問題研究所ホームページ （https://www.ipss.go.jp/）より、演者作図
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少子化(人財がいない)＋健康問題(ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｨｰｽﾞﾑ)＋人口の偏在(過疎化)＋まち・企業の魅力

未来像？
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電子化(電子マネー、電子申請など)

総和で維持している社会の進化

総和として、社会は発展し、企業は成長する

社会は進化し続け、企業もまた進化している

高齢化、心とからだの健康問題増加など⇨ 健康※でないと働けない
※労働法上の健康であり
医学的な健康ではない



2024 厚生労働省

令和6年版 厚生労働白書 86頁 令和6年8月30日 https://www.mhlw.go.jp/wp/hakusyo/kousei/23/dl/1-01.pdf

現代人の「不安」とは

若い世代

中年世代

高齢世代



2025 厚生労働省・警察庁

厚生労働省自殺対策推進室 警察庁生活安全局生活安全企画課 令和6年中における自殺の状況 令和7年３月28日 https://www.npa.go.jp/safetylife/seianki/jisatsu/R07/R6jisatsunojoukyou.pdf



小中高性別自殺の原因・動機(主な項目)
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2025 厚生労働省・警察庁

厚生労働省自殺対策推進室 警察庁生活安全局生活安全企画課 令和6年中における自殺の状況 令和7年３月28日 https://www.npa.go.jp/safetylife/seianki/jisatsu/R07/R6jisatsunojoukyou.pdf

(件)

男性 20件
女性 40件

男性 2件
女性 ７件

学 校 問 題 (令和5年 261件 ➝ 令和6年 272件)

男性 54件
女性 110件

資料より演者作図
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2020 国土交通省

「国土の長期展望」中間とりまとめ 参考資料 令和２年10月 https://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/content/001377610.pd



このまま進めば⇨ 退 化

このまま進めば⇨ 老 化

廃用症候群
骨量減少
筋肉量減少
「動けない」

ｴｺﾉﾐｰ症候群
循環不全
呼吸不全

動物的機能維持
「動く」ことができる

体力の保持増進
働きたい=働ける
高齢社会の維持

加齢・形態的萎縮・機能的低下・疾病発症

進

化

進化するためには
「環境に適応」
動かなくてよい社会

維 持

進 化

日常生活活動とアウトカム
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2020 厚生労働省

「人生100年時代に向けた高年齢労働者の安全と健康に関する有識者会議」報告書 令和2年1月17日 https://www.mhlw.go.jp/content/11302000/000585317.pdf

65歳を過ぎても勤めるために必要なこと(60～69歳）

【労働者に求められる事】 健康でなければ働くことができない(疾病を有している場合は、良好な状態に)
自己の健康を維持することの重要性を理解し、自らの健康づくりに積極的に取り組む



高齢者の就労と被災状況

2024 厚生労働省

令和５年 高年齢労働者の労働災害発生状況 令和６年５月27日 https://www.mhlw.go.jp/content/11302000/001099505.pdf

高齢化と健康課題



「人」が病むと

「企業」が病み

「社会」が病み

「世界」が病む 「環境」が病む

日常生活活動とアウトカム

©OKADA.K. NPOKKK

「人」(従業員)の健康経営(Bottom Up)

「経営者」の健康経営(Top Down)

「経営者」と「管理職」の健康経営(Middle Down)

「人」への投資

健康経営ウォッシュではアウトカムは得られない⇨未来への投資



健康経営とは、

企業が従業員の健康に配慮することによって、

経営面においても大きな効果が期待できる、

との基盤に立って、

健康管理を経営的視点から考え、

戦略的に実践することをを意味している。

Outcome

2006 特定非営利活動法人健康経営研究会

©OKADA.K. NPOKKK

健康経営1.0 2006年

Top Management

企業の持続的経営
＋

従業員の健康増進



健康経営の3本の柱

働く人の健康経営

管理職の健康経営

経営者の健康経営
「組織(成長)」と「生産性(人) 」

（Servant Leadership）ESG

「業務進捗」と「健康確保」

(Leadership)

「仕事」と「生活」
(Decent Work=Work-Life Balance)

経
営
責
任

管
理
責
任

自
己
責
任

自己保健義務

組織階層とミッション

2021年 特定非営利活動法人健康経営研究会

安全配慮義務

法令遵守
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健康経営の深化

健康経営2.0 2021年

自分の生を基本的に肯定していること、それがあらゆる倫理性の基本である。
永井均著 これがニーチェだ 現代新書 1998



健康経営の進化
2040年の日本の未来に向けて

新しい時代に向けた健康経営 提言

提言1 「人資本の変革」－労働力の考え方の変化

人財の流動化と再配置－流動化・気流化⇨無形資産への対応

提言2 「高齢化の進化」－生涯現役社会の構築

ヘルスエンゲージメント-健康自立⇨企業管理の限界

提言3 「共創社会の実現」－我が社だけは社会リスク

企業単独での取り組みの限界-企業・教育機関・行政などの連携⇨共創事業

2025年3月17日

「企業」よし
働き方

「人」よし
健康自立

「社会」よし

健康経営3.0 2025年
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